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夏柑園内に澄けるクモ類 と農薬散布がそれらに

及ぼす影響について*

野 原 啓 吾 ・安 松 京 三

Observations on the activity of spiders and the effect of 
    insecticides on their populations in the citrus 

      groves around Hagi City, Honshu, Japan 

       Keigo Nohara and Keizo Yasumatsu

緒 論

クモ類 は昆虫類 を捕食す ることか ら,天 敵 として重

要な意味を もち,そ の利用が考 えられ るが,実 際に利

用す るにあたつて,必 要な クモ類の生態,農 薬の影響

な どクモ類の応用的見地か らの研究が少な く未知の点

が極 めて多い.

農薬の クモの棲息密度へ の影響については,わ が国

で は小林(1957)の 水田におけ る調査があ るが,果 樹

園内における研究は,Chant(1956)お よびDondale

(1956,1958),SpechtandDondale(1960),Legner

andOatman(1964)の リンゴ園の クモ とPutman

andHerne(1966),Putman(1967)の 桃園における

報告が あ り,柑 橘 園にお ける報告 は,中 尾(1958)の

報告が あ るのみであ る.こ の他に クモ類の働 きについ

ての石野田(1956),萱 嶋(1943)ら の断片 的な 報告

が見 られるにす ぎない.

そこで筆者 らは,山 口県萩地方の夏柑園内における

クモ類の年間 変動調査 と共 に,農 薬散布頻度の異なる

園,な らび に薬剤無散布の園に ついて1960～1961年

にか けて調査 を行なつたので,こ こにその結果 を報告

す る.

本稿 を草す るにあた り,ク モ類の同定 の労 をわず ら

わした九州大学昆虫 学教室大熊千代 子女史に対 して感

謝の意 を表す る.ま た,本 調査にあた り終始御協力載

いた山口県阿武郡阿武町奈 占の小野隆章氏に対 して も

深 く御礼 を申 し上げる.

調 査 方 法

夏柑園に於て,樹 上部 と地上部に別 けて,最 初 に地
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上部,す なわち,樹 下の草地 の調査か ら行なつ た.地

上部の調査 は,1つ の園を3つ に区分 して,直 径42

cmの 捕虫網で2振 りす るのを1回 として,1区20回

の掬取網法 をもちいてお こない,樹 上部の調査 につ い

ては,1つ の園内4カ 所で,50×40cmの 調査布 をは

つた叩網 を使用 して,1カ 所10回 のビ ィーテングをお

こなつ た.な お,こ の調査は2週 間間隔で行ない,採

集に当つては クモ類 を1匹 も逃が さないよ うに注意 し

て適確 に採集 した.と くに,逃 げやすい叩網法の場合

では,2人 で両端か ら,小 さい ものは吸虫管で,大 き

い もの はピンセ ッ トで採集,ア ル コール漬 として保存

調査 した.

調 査 園 と 薬 剤 散 布 状 況

40年 生無散布夏柑 園において,ク モ類の発生 消長 を

見 ると共 に,山 口県 阿武郡阿武町奈盲 に点在す る薬剤

散布頻 度の異な る3つ の園について も,ク モ類の発生

消長を調査 した.

No.1園

小高い山の中 腹で,標 高40米 位の所の南に面 して開

かれた園内には,約35年 生夏柑樹が25本 裁培 してあ

り,周 囲は10米 の高 さの杉の防風垣で仕 切られている

園で,周 囲は夏柑園で所 々に山林,原 野が見 られる.

この地域は,1960年10月 か ら共同防除施設が出来,

共同防除がはじめ られてい る.

No.2園

川 に沿つた 平坦地 に存在す る園で,約30年 生夏柑

樹が52本 あ り,薬剤無散布園で,年2～3回 の肥料を

施 している.園 の東側のみは夏柑園が続 き,北 側 に幅

のせ まい夏柑園が あつて,人 家が あ り,西 側 は畑作,

南側は川 に面 し,周 囲はマキの防風垣で完全 にか こま

れた 日当 りのよい園で ある,



Table　 1.　 3カ 所 の 夏 柑 園 に お け る3力 年 の 殺 虫 剤 散 布 状 況,　 Insecticidal

　 　 　 　 　 apPlications　 in　 three　 citrus　 groves.(1959　 to　 1960)

No.3園

平 坦 地 の 県道 沿 い に あ る園で,25年 生 夏 柑 樹 が44

本 あ り,こ の 園 の周 囲 は,巾 の狭 い 畑 を お いて,人 家

が あ り,園 の管 理 状 態 は よ く,薬 剤 散 布 の頻 度 は極 め

て高 い.

これ らの3つ の園 に お け る薬 剤 散 布 状 況 は表1に 示

す通 りで あ る.

夏 柑 園 内 に お け る ク モ 類 目 録

FamilyDictynidaeパ グ モ科

1,1)ictynafoliicoiaB6senbergetStrandヒ ナ パ

グモ

2.LathγsannulataB6senbergetStrandカ レパ

グ モ

Fami】yUloboridaeウ ズ グ モ科

3.UloborusvariansB6senbergetStrandウ ズ

グ モ

4.UloborusSP.

5.MiagrammoρesorientalisBOsenbergetStrand

マ ネ キ グモ

FamilyTheridiidaeヒ メグ モ科

6.Enoplognathasp.

7.EuryopismustelinaSimonカ ニ ヒメ グモ

8.TheridiontepidariorumC.Kochオ オ ヒメ グモ

9.TkeridionkompirenseB6senbergetStrand

コ ン ピ ラ ヒメ グモ

10.Theridion/aponicumBOsenbergetStrandヒ

メ グ モ

11,TheridionchikuniiYaginumaバ ラ ギ ヒ メ グ モ

12.TheridionoctomaculatumB6senbergetStrand

ヤ ホ シ ヒ メ グ モ

13.Oronotapiluia(Karsch)ツ ク ネ グ モ

14.AnelosimuscrasipesB6senbergetStrandア

シ ブ トヒ メ グ モ

FamilyTheridiosomatidaeカ ラ カ ラ グ モ 科

15.OgulniesspultusB6senbergetStrandヤ マ ジ

グ モ

FamilyMicryphantidaeコ サ ラ グ モ 科

16.OedothoraxinsecticepsBδsenbergetStrand

セ ス ジ ア カ ム ネ グ モ

17.OedothoraxSP。

FamilyArgiopidaeコ ガ ネ グ モ 科

.18.Araneuse1'usmodiB6senbergetStrandヌ サ

オ ニ グ モ'

19.Araneussp.

20.Araneussp.

21.NeosconascアltQidesB6sellbergetStrandサ

ツ マ ノ ミ ダ マ シ

22.7>eosconaSP.

23.NeosconaSP.

24,Zillasp,

25。Zillasp.

26,Argiopesp,

27,Cyclosaar8enteo-alfaB6senbergetStrand



ギ ン メ ッ キ ゴ ミ グ モ

28,Cyctosasp.

29.NephilaclavataLKochジ ョ ロ ゥ グ モ

FamilyTetragnathidaeア シ ナ ガ グ モ 科

30.Leucaugesubg・ernmeaB6senbergetStrandキ

ラ ラ シ ロ カ ネ グ 七

31.LeucaesgemagnificaYaginumaオ オ シ ロ カ ネ

グモ

32.」Leucaugesp.

33.Tet'ragnathasquamata(Karsch)ウ ロ コ ア シ

ナ ガ グ モ

34.Tetragnathasp.

FamilyPisauridaeキ シ ダ グ モ 科

35,1)otomedessulf'ureusL.Kochユ オ ウ イ ロ ハ シ

リ グ モ

35.1)olomedesraptorB6senbergetStrandア ォ

グ ロ ハ シ リ グ モ

37.1)olomedesSP.

38.、PisaurastrandiKishidaヤ マ ジ キ シ ダ グ モ

FamilyLycosidaeド ク グ モ 科

39.Pardosaア ーinsignitaB6senbergetStrandウ

ズ キ ドク グ モ

40.Pardosata〃raKarschハ リゲ ドク グ モ

FamilyOxyopidaeサ サ グ モ 科

41.OxyoρessertatusL.Kochサ サ グ モ

FamilyAgelenideaeタ ナ グ モ 科

42.Agelenasp.

FamilyThomisidaeカ ニ グ モ 科

43,Misumenopstricuspidata(Fabricius)ハ ナ グ モ

44.Thomisuslab¢fbctusKarschア ズ チ グ モ

45.XγsticuscroceusFoxヤ ミ イ ロ カ ニ ク モ

46.PhitodromussubaureolusB6senbergetStrand

ア サ ヒ エ ビ グ モ

47.」PhilodromusspinitarsisSimonキ ハ ダ エ ビ グ モ

48.PhilodromusSP.

FamilySalticidaeハ エ ト リ グ モ 科

4g.Hasariusadansoni(Audouin)ア ダ ン ソ ン ハ エ

ト リ

50.HasariusdoenitziKarschデー ニ ッ ツ ハ エ ト リ

.51.CarrhotusdetriusB6senbergetStrandネ コ

ハ エ ト リ

52.Rheneatrata(Karsch)カ ラ ス ハ エ ト リ

53.Myrmarachne/aponica(Karsch)ア リグ モ

54.Evarchaalbaria(L.Koch)マ ミ ジ ロ ハ エ ト リ

FamilyClubionidaeフ ク ロ グ モ 科

55.ChiraeanthiumlascivumKarschヤ マ トコ マチ

グモ

56.Chiracanthiumsp.

57,ClubionavigilKarschム ナ ア カフ ク ロ グモ

58.Clubionasp

59.Trachetasノ`!ρoη'cαB6senbergetStrandネ コ

グモ

FamilyCtenidaeシ ボ グ モ科

60.AnakitafaunaKarschシ ボ グ モ

FamilyGnaphosidaeワ シ グ モ科

61.∠)rassodessp.

5unknownspecies

萩地 方 の 夏 柑 園で 採 集 され た クモ類 は,上 記 の通 り

で,16科40属61種,不 明5種 の 計66種 が 認 め られ

た.こ れ は,中 尾(1958)の 報 告 の15科37属53種 と

一 見大 差 な い よ うで あ るが ,そ の 内容 で は大 きな相 違

が 見 られ,種 名で 確 実 に共 通 種 とみ られ る もの は,11

種 類 に過 きず,大 半 は異 なつ た 種 類で あ る.科 で比 較

して み る と,Theridiosomatidae,Ctenidaeお よ び

Gnaphosidaeの3科 が新 た に とれ,逆 に,Linyhiidae

お よびMimetidaeの2科 が 採 集 され て い な い.属 で

は,採 集 され た属 の中の1/3に 当 る,1)ictyna,Oro-

nota,Anetosimus,09ttlnius,Zilla,Pisaura,Pardo-

sa,Evarcha,Trachelas,Anahitaお よび1)rassodes

の11属 が 新 た に採 集 され,逆 にLinykia,Mimetus,

Chorizopes,Oxytate,Tmarus,Ptexippusお よ び

Silerellaの7属 が採 集 出来 な か つ たが,こ の よ うに構

成 種 の 殆 ん どが 萩 地 方 と福 岡地 方 とで は 異 なつ て い

る,こ れ は,Putman(1967)も いつ て い る よ うに,地

域 的 な 差 に よ る もの と共 に,柑 橘 園 の クモ類 は年 に よ

り,ま た は 園 の環 境 な どに よつ て この よ うな差 が 生 じ

た もの と考 え られ る.

ク モ 類 の 年 間 発 生 消 長

夏 柑 園 で の クモ類 の 総 個 体数 を半 旬 ご とに記 録 して

み ると,あ る時 期 をの ぞ い て,地 上 部 の方 が,は るか

に個 体 数 が 多 く見 られ る.樹 上 部 で は4月 ～5月 に 小

さな発 生 の 山が り,6月 か ら7月 にか けて発 生 個 体 数

が 多 く,つ いで10月 か ら11月 にか けて 第2回 目の大

きな発 生 の 山が 見 られ る,地 上部 で は,一 般 に樹 上 部

に個 体 数 の 少 な い5月 ～6月,7月 ～8月,9月 ～10

月,11月 ～12月 とい うよ うに,4つ 位 の発 生 の 山が み

られ,と くに9月 ～10月 に 最 大 の 発 生 の 山が 見 られ

て い る.Dondale(1956,1958)お よびHukusima



Fig. 1. Seasonal fluctuations of the total spider populations in the Hagi-district. Full 
 line  : Counted on the tree. Broken line : Counted on the undergrowth (grass).

(1961)は6月 と8月 末か ら9月 に かけて,Putman

(1967)は7月 ～8月 中旬 と8月 下旬～9月 にか けて

の発生 を報告 しておるが,こ れはまた,中 尾(1958)

の報告 とも一致す る現象で,こ の頃 に幼生の発生があ

るためと考 えられる.Dondaleら の報告は,樹 上部の

みの調査であ るが,地 上部では,そ の傾向は さらに強

く見 られてい る.筆 者 らの調査で は,樹 上部で,中 尾

の報告 に見 られない6月 ～7月 にか けての大 きな発生

の山 と,4月 ～5月 にかけての小 さな山が見 られてい

るが,こ れ らはDondaleら との報告に全 く一致 して

い る.し か し,こ の調査は1年 間の調査結果に過 ぎな

いので,Putmanが 年によつて は,6月中旬 に も発生

の山がみ られ ることもあるといつて いることや,種 類

によつて発生の時期がつれ るとい うことなどか ら考 え

て,そ れが単に,こ の年のみの特異 な現象 とも考 える

こともで きるが,お そ らく,構 成種の相違によつて発

生の型 も異 なつて きた もの と考え られ る.ま た筆者 ら

は3つ の園 について調査 したため,1園 での調査i結果

との異な りが見 られた もの とも思われ る.

地上部 と樹上部の間で は,地 上部 の多い時には樹上

部に少な く,樹 上部 に多い時には,地 上部の個体数が

減 じていることか ら,園 内の クモ類が その時の環境条

件 によ り,移 動 し,彼 らの生活に適 した場所 を常に求

めてい るための現象 と考 え られ る.す なわち,6月 ～

7月 にかけては,梅 雨期の多量の雨のために,樹 上部

に移動 し,そ の時期が過 ぎると再び地 上部 に もどつて

行 くもの と推測 され る.ま た,12月 ～2月 にか けては

地上部,樹 上部 ともにその数が激減 しているの は,越

冬のために移動潜伏 した ものと考 えられ る.と くに,

地上部にお いては,雨 期 とこの越冬期のみが樹上部よ

り個体数が少ないのは,気 象条件の悪化による影響で

樹上部に移動 し,ま た,越 冬の場所が,小 林(1952)

も述べ ているように,樹 皮下,樹 の くぼみ,あ るいは

落葉の下 とい う所 にあ るため,ど うして も樹上部の方

が,個 体数が 多くなつて くるのであろ う.

66種 類の うちで個体数 の多い優勢種,樹 上部の22

種,地 上部の14種 について,種 ご との年間発生 をみて

みると,両 者 とも6月 ～8月 の春か ら夏にか けての発

生 と,9月 ～12月 の秋か ら冬 に かけての 発生 が 見 ら

れる もの,更 に,こ の両季 に 発生の山をみる型 との

3つ に大別 され るが,Philodromussubaureolusと

Clubionavigilの2種 は 年間 をとお しての発生がみ

られ る.ま た,X.ysticussp.は,地 上部では年間平

均 してみ られ るが,雨 期 のみ はみ られず,逆 に樹上部



Fig. 2. Seasonal fluctuations of the populations of twenty-two species of spiders on 
       the tree.  A  : Carrhotus detritus. B: Oxyopes sertatus. C: Araneus ejusmodi . 

D : Micryphantidae sp. E : Miagrammopes orientalis. F : Clubiona sp . G 
       Xysticus croceus. H: Chiracanthium sp. I: Philodromus subaureolus . J: 

Clubiona vigil. L : Pardosa T-insignita. M : Dictyna foliicola. N: Oedo-
       thorax insecticeps. 04, 02, 03, 04, and 05 : Unknown species. P : Micryphanti-

       dae sp. S : Neoscona sp. T : Lathys annulata. U : Araneus sp. X : Leucauge 
magni frca.

で 雨 期 の み にみ られ るよ うな 傾 向 を示 し,極 度 に雨 を

きらつ て 移 動 を お こす 種 類 と考 え られ,NeosconaSp.

は,樹 上 部 に常 に多 く見 られ る に も拘 らず,11月 の み

は,地 上 部で み られ る.Oxyoρessertatus,MiCry-

phantidaeSp.は 樹上 部,地 上部 と もに 多 い種 で あ る

が,Thomisuslabefactusの よ うに地 上 部 の みで み ら

れ る個体やAgelenasp.,Anapitafaunaの よ うに地

上部で多 く,樹 上部で ごくまれな種や,Carrhotusde

tritusのよ うに樹上部 に多 く,地 上部 にまれな個体な

ど,種 によ りそれぞれの 発生型に 異 な りが み られる

が,優 勢種 は地上部で も樹上部で も,多 く見 られ るの

が普通 のようであ る.一 般に,大 きな発生の山を見 る



 Fig. 3. Seasonal fluctuations of the populations of twelve species of 
         spiders on the undergrowth (grass). 

 K: Anahita fauna. Q: Thomisus labefactus. R: Theridion tepidariorum. 
V: Leucauge sp. W: Agelena sp.

ときは,幼 生の 発生期に あたるようで あるが,と く

に,初 秋か ら冬にか けて,幼 生が一度に多量採れ るこ

とが 多い.こ れは,幼 生が 出て も分散に 時 間がかか

り,す ぐに分散せず,徐 々に 分散 し,春 先 きの成虫

の採集が み られ る時期は 分 散した後 のよ うで,一 度

に 多 くの個体数が とれ ることは なかっ た.Oxyopes



Fig. 4. Seasonal fluctuations of the populations of total spiders in the Grove No. 1.

Fig. 5. Seasonal fluctuations of the populations of total spiders in the Grove No. 2.

Fig. 6. Seasonal fluctuations of the populations of total spiders in the Grove No. 3.

sertatusで は8月 と10月 の2回 に大 きな発生の山が

み られ るが,こ れは幼生が殆んどで,な ん らかの原因

で一時産卵 を中止 したのか,個体 によ り産卵の時が異

なることが原因か,あ るいは本種は年2回 発生す るの



で は な いか と も思 われ る.Chant(1956)は,Theri-

diidaeやLinyphiidaeが 多 く,全 体 の80%を しめ る

とい つ て い るが,筆 者 らの 調査 で は,地 上部 でArgiop-

idae,Theridiidaeお よびOxyopidaeが 多 く,樹 上部

で は,Salticidae,Thomisidae,Argiopidaeが 多 く,

つ い でTheridiidae,Clubionidaeの 順 で あつ た,ま

た,Chantは,Tetragnathidaeが 樹 上部 のみ で 採 集

され た と言 つ て い るが,個 体 数 は 樹 上 部の 方 が 多 かつ

た もの の地 上部 にて も採 集 され た が,こ れ は地 域 的 な

違い と同時に リンゴ と柑橘 とい う園の環境の異な りの

ためと思われ る,

しか し,Thomisuslabefactusは 地上部のみで見 ら

れた種であ り,そ の他,地 上部に多く樹上部にまれな

種や,そ の逆の種 もあ り,種 によつて棲息す る場所の

異な りは見 られ るよ うであ る.

薬 剤 散 布 と ク モ 類 と の 関 係

調査 を行 なっ た3つ の園内にお けるクモの種類は,

Table2.No.1夏 柑 園 で 観 察 さ れ た ク モ 類 目 録.Alistofspiders

observedinNo,1citrusgrove.

Family Dictynidae 
             Lathys annulata 

Family Theridiidae 
             Euryopis  mustelina 

             Theridion tepidariorum 
             Anelosimus crasipes 

Family Micryphantidae 
             Oedothorax insecticeps 

              Oedothorax sp. 
                  sp. 

Family Argiopidae 
               Araneus sp. 

               Araneus sp. 
             Neoscona scylloides 
              Cyclosa sp. 

Family Tetragnathidae 
              Leucauge subgemmea 

Family Oxyopidae 
              Oxyopes sertatus 

Family Agelenideae 
              Agelena sp. 

Family Thomisidae 
             Misumenops tricuspidata 

              Xysticus croceus 
             Philodromus subaureolus 

             Philodromus sp. 
Family Salticidae 

             Carrhotus detritus 
              Rhene atrata 

Myrmarachne japonica 
                  sp. 

Family Clubionidae 
              Chiracanthium sp. 

              Chiracanthium sp. 
            Clubiona vigil 

              Clubiona sp. 
             Clubiona sp. 

Unknown species 
               2 spp.

Family Dictynidae 
            Dictyna foliicola 

             Lathys annulata 
Family Uloboridae 

              Uloborus varians 
             Uloborus sp 

Family Theridiidae 
Euryopis mustelina 

             Theridion tepidariorum 
             Anelosimus crasipes 

Family Micryphantidae 
             Oedothorax insecticeps 

              Oedothorax sp. 
                  sp. 

sp. 
Family Argiopidae 

             Araneus ejusmodi 
               Araneus sp. 
               Nescona sp. 
               Nescona sp. 
             Zilla sp. 

              Cyclosa sp. 
             Nephila clavata 

Family Tetragnathidae 
             Leucauge magnifica 

               Leucauge sp. 
Family Pisauridae 

             Pisaura strandi 
Family Lycosidae 

              Pardosa !aura 
Family Oxyopidae 

              Oxyopes sertatus 
Family Agelenideae 

              Agelena sp. 
Family Thomisidae 

Thomisus lobefactus 
              Xysticus croceus 

             Philodromus subaureolus 
Family Salticidae 

             Hasarius doenitzi 
             Carrhotus detritus 
              Rhene atrata 

Family Clubionidae 
              Chiracanthium sp. 

              Chiracanthium sp. 
            Clubiona vigil 

              Clubiona sp. 
                  sp. 

Family Ctenidae 
            Anahita fauna 

Unknown species 
              2 spp.



Table3.No.2夏 柑 園 で 観 察 さ れ た ク モ 類 目 録.Alistofspiders

observedinNo。2citrusgrove.

Family Dictynidae 
            Dictyna foliicola 

             Lathys annulata 
Family Uloboridae 

             Miagrammopes orientalis 
Family Theridiidae 

             Theridion octomaculatum 
             Theridion tepidariorum 
            Theridion chikunii 
             Theridion sp. 

Family Theridiosomatidae 
            Ogulnius pullus 

Family Micryphantidae 
             Oedothorax insecticeps 

              Oedothorax sp. 
                  sp. 

                  sp. 
Family Argiopidae 

             Araneus ejusmodi 
               Araneus sp. 
               Neoscona sp. 

               Neoscona  sp. 
             Zilla sp. 

              Cyclosa sp. 
             Nephila clavata 

sp. 
Family Tetragnathidae 

             Leucauge magnifica 
              Tetragnatha sp. 

Family Pisauridae 
Dolomedes sulfureus 
Dolomedes sp. 

Family Lycosidae 
              Pardosa T-insignita 

Family Oxyopidae 
              Oxyopes sertatus 

Family Thomisidae 
             Thomisus labefactus 

              Xysticus croceus 
             Philodromus subaureolus 

Philodromus spinitarsis 
Family Salticidae 

             Hasarius doenitzi 
             Carrhotus detritus 
              Rhene atrata 

             Myrmarachne japonica 
            Evarcha albaria 

sp. 
Family Clubionidae 

             Chiracanthium sp. 
            Clubiona vigil 

Clubiona sp. 
                  sp. 

Family Ctenidae 
            Tracheles japonica 

            Anahita fauna 
Unknown species 

              7 spp.

Family Dictynidae 
            Dictyna foliicola 

Family Uloboridae 
             Uloborus varians 

             Miagrammopes orientalis 
Family Theridiidae 

              Enoplognatha sp. 
             Theridion tepidariorum 

             Theridion octomaculatum 
             Theridion sp. 

Family Micryphantidae 
             Oedothorax insecticeps 

              Oedothorax sp. 
                  sp. 

                  sp. 
Family Argiopidae 

             Araneus ejusmodi 
               Araneus sp. 
             Nephila clavata 

Family Tetragnathidae 
             Leucauge magnifica 

              Leucauge sp. 
Family Pisauridae 

             Dolomedes raptor 
              Dolomedes sp. 
             Pisaura strand! 

Family Lycosidae 
              Pardosa T-insignita 

Family Oxyopidae 
              Oxyopes sertatus 

Family Agelenideae 
              Agelena sp. 

Family Thomisidae 
             Thomisus labefactus 

              Xysticus croceus 
             Philodromus subaureolus 

Family Salticidae 
             Hasarius doenitzi 

             Carrhotus detritus 
             Evarcha albaria 

Family Clubionidae 
             Chiracanthium lascivum 

              Chiracanthium sp. 
            Clubiona vigil 

             Clubiona sp. 
Family Ctenidae 

            Anahita fauna 
Unknown species 

               1 sp.

別表の通 りそれぞれの園 において,相 違がみ られ る,

地 上部では 薬剤の影響が 直接薬 の かか る樹上部 に比

し,少 ないためかNo.1園 で,14科38種,No.2園

で!4科35種,No.3園 では14科33種 と,ほとんど同

じよ うな種の構成がみ られているが,薬 剤の影響が直

接作用 してい る樹上部では大差が みられ,No.1園 で

は10科29種,No.2園 では14科50種,No.3園 で

は7科31種 と無散布園では 多くの種類が み られ る,

ここで興味深いことには,農 薬散布園で は,樹 上部よ

り地上部の方が クモ類の種類数が多いのに対 して,無



Table4・No,3夏 柑 園 で 観 察 さ れ た ク モ 類 目 録.Alistofspiders

observedinNo.3citrusgrove.

Family Theridiidae 
             Theridion tepidariorum 

             Theridion kompirense 
             Theridion japonicum 
             Theridion sp. 
              Anelosimus crasipes 

Family Micryphantidae 
             Oedothorax insecticeps 

              Oedothorax sp. 
                  sp. 

 sp. 
Family Argiopidae 

              Araneus ejusmodi 
                Araneus sp. 
                Neoscona sp. 
                Neoscona sp. 

Cyclosa sp. 
Family Oxyopidae 

              Oxyopes sertatus 
Family Thomisidae 

             Thomisus labefactus 
              Xysticus croceus 

             Philodromus subaureolus 
Family Salticidae 

             Hasarius doenitzi 
              Carrhotus detritus 
              Rhene atrata 

              Myrmarachne japonica 
             Evarcha albaria 

sp. 
Family Clubionidae 

              Chiracanthium sp. 
            Clubiona vigil 

             Clubiona sp. 
              Clubiona sp. 
             Trachelas japonica 

Unknown species 
               2 spp.

Family Uloboridae 
              Uloborus varians 

Family Theridiidae 
             Theridion tepidariorum 

              Theridion octomaculatum 
             Oronota pilula 

                  sp. 
Family Micryphantidae 

              Oedothorax insecticeps 
Oedothorax sp. 

                  sp. 
                  sp. 

Family Argiopidae 
              Araneus ejusmodi 

                Araneus sp. 
             Nephila clavata 

Family Tetragnathidae 
               Leucauge sp. 

              Tetragnatha squamata 
Family Pisauridae 

             Pisaura strandi 
Family Lycosidae 

              Pardosa T-insignita 
              Pardosa laura 

Family Oxyopidae 
              Oxyopes sertatus 

Family Agelenideae 
              Agelena sp. 

Family Thomisidae 
             Thomisus labefactus 

              Xysticus croceus 
             Philodromus subaureolus 

Family Salticidae 
              Hasarrius doenitzi 

             Evarcha albaria 
Family Clubionidae 

              Chiracanthium sp. 
            Clubiona vigil 

              Clubiona sp. 
sp. 

Family Ctenidae 
             Anahita fauna 

Family Gnaphosidae 
              Drassodes sp. 

Unknown species 
               2 spp.

散布園では地上部 よ り樹上部 の方が棲息種類数が はる

か に多 く,農 薬の影響が はつ き りと現われている.次

に,個体数の変動 について,ク モ類の総個体数 を半旬ご

とに調査 した ものでは,地 上部で は大 きな差は見 られ

ないが,No.2の 無散布園で は,年 間 を通して,ク モ

類の個体数が多 く見 られる.た だNo.1園 で薬剤散

布回数の少 なかつた5～6月 に発生の山を見てい るの

が,無 散布 園よ り多いのみで,他 の時期の 発生は個

体数が少ないのみで,無 散布園 と多少発生のずれはあ

つて も,同 じ傾向がみ られ る.薬 剤散布 園のNo.1,

No.3で は9～10月 に発生の山が み られ るのに対 し,

No,2園 で は,そ の時期 には横 ばいで,多 少お くれた

11～12月 に山がでてい る.こ れ らは園の下草 に も関係

もあ るもの と思われ るが,6月 初めか ら10月 終 りまで

薬剤を使用 していないため,個 体数が増加 し,10月 末

よ り11月 始 めにかけての薬剤散布によ り,減 少 したた

め と思われ,そ こに無 散布園の クモの発生 と多少のず

れが生 じた もの と推測で きる.ま た,No、3園 では,

前年 の薬剤散布の回数が多 く,春 先 きの発生にひびい

ている もの とみ られるが,そ れに して も地上部におけ

る薬剤の影響は,園 内に棲息 しているクモ類の種類数

と同様それほど大 きな影響はない もの と見 られ る.

しか し,こ れが 樹上部 にな ると,明 らかにNo.2

園では他の2つ の園に比 し,年 間を通 して発生個体数



Fig. 7. Seasonal fluctuations of the populations of twelve species of spiders on the 

        tree in the Grove No. 1.

が 多く,薬 剤の影響が 樹上部 では大 きい もの と思われ

る.No.lt園 とNo.3園 では,共 に個体数が少な し、

が,そ れで もNo.1園 では,前 年 は無散布 で,し か

も周囲が柑橘園であつ た り山林,原 野があった りす る

山腹 にあ り,1月 と5月 に軽い毒性 の機械油 乳剤 と硫

酸亜鉛加用 石灰硫 黄合剤の散布 などで影響 も少な く,

また,園 の川辺地域か らの移入 も考え られたが,こ の

年の10月 か ら共同防除 地帯地区 とな り,同 時に広範

囲にわたつて薬剤散布 す るよ うになつ たため,移入 し

て くる個体数 も少な くなつ た.そ の後,個 体数は減少

し,個 体数 を増すこ とがで きないよ うであ り,更 に,

この共同防除 をつづ けて行 けば,個 体 数はいっそ う減

少 して くるのではないか と予測 される.事 実,そ の後

ときお リスイーピ ングしてみて も,ク モ類の個体数 は

激減 している.No.3園 では,単 独園ではあ るが,前

年 まで 薬剤散布 の回 数が非常に多 く,1960年 よ り散布
り

回数を減 じたものの,ク モ類の個体 数はなかなか回復

してこないが,一 応前 半と後半に2つ の山が 見 られ,

共同防除地帯 よ りは良いように思われ る,

農薬の影響 を,個 体数の 多かつた優勢種ご とに,地上

および樹 上部ご とにみてみ ると,地上 部で は各種類

とも比較的,無 散布園 と散布 園との間に,発生個体

数の差 が,み られないが,薬 剤散布 園では。MiCrypha一

11tidaeSp.が 激 減 して い るの に 反 し,.¥〉;・sticuscroceus

は個 体 数 の減 少 が み られな い.そ れ と共 に薬 剤 散布 の

如 何 に か か わ らず ・4nahitaf'a'itnaの 発 生 に も変 化 が

少 な く,"¥.crocettS,.4.ノ 如 〃α の2種 は,薬 剤 の 影

響 が 地 上 部で は少 な く,Micryphantidaesp.で は その

影 響 が 人で あ る とみ られ る.Oxyoρessertatusに っ

いて は,薬 剤 の 影 響 は 受 け るけ れ ど も,移 動 力が 大 き

い もの と思 わ れ る.こ れ はNo.3が 農薬 散 布後,回 復

して 個体 数 が 増 加 して い るの に対 し,No.1で は,共

同防 除地 帯で 移 人 が少 なか っ た た め個 体 数 も少 な い も

0)と 思 わ れ る.

樹 上 部で は,最 も明 確 に 薬剤 の 影 響が み られ,No,

2園 で は 個 体 数 も多 く,し か も年 間 を 通 して発 生 し

て い るの に反 して,No.1,No.3園 で は,種 類 数,個

体数 と もに少 な く,1)ictynafoliicota,PardosaT-

insignita,Leucaugemagnificaな どの 種 が 見 られ

な い よ うにな つ て い るが,PkiladromitSsubaureotus

は,年 間 を通 して み られ,農 薬 に対 して,最 も抵 抗 力

が あ るので はな い か と思 わ れ る.ま た,No.1.園 は,

No.3園 に比 し,個 体 数 も前 半、多 くなつ て い るが,10

月 か ら共 同 防除地帯 とな り,同 時 に広 範 囲 に わ た り,

防 除 を行 な うよ うに なつ た 時 期 か ら,顕 箸 に 減 少 し

て い る。No.3園 で は前 年 迄 の 無 計 画 な頻度 の 高 い薬



Fig. 8. Seasonal fluctuations of the populations of twelve species of spiders on the 
       undergrowth (grass) in the Grove No. 1.

剤散布のため樹上の クモの種類,個 体数 とも減少し,

容易 に 回復 を見ていないようで ある.こ れまで 述べ

た ものの中で,Oxyopessertatusは,No.1とNo.

3園 で,地 上部 と樹上 部で 全 く逆の発生が見 られ る

が,こ れはNo.3園 では前年迄の 薬剤散布が直接影

響 していて,園 内での棲息数が減少し,他 か ら移入 し

た個体 もまだ樹上部にまで移動 していないためで はな

いか と思われる.こ のよ うな散布園での クモ類 にっい

てChant(1956)は,Theridiidaeの み しか 棲息 し な

い と 述 べ て い るが,筆 者等 の 調査 で は,7科 の クモ

が 棲 息 し,と くにSalticidae,ClubionidaetJよ び

Argiopidacが 多 く認 め られ た,こ の 相 違 は 構 成 種 あ

るい は優勢 種,園 内の 樹 種,環 境,お よび地 域 的 な 差

に よ る もの と見られる.た だ,地上部 と 樹上 部 と で

は,散 布 され た薬 剤 の クモ 類 に及 ぼ す影 響 は 異 な り,

種 に よつ て 多 少 の違 い は あ るが,直 接 薬剤 の かか る樹



Fig. 9. Seasonal  fluctuations of the populations of twenty-one species of spiders on 

       the tree in the Grove No. 2.

上 部 の 方が,害 が ひ ど い よ うで あ る.種 類 に よ り,時

期 によ つ て も,農 薬0)影 響 は,異 な る と 見な され る.

考 察

クモ類の中には,大熊(19513)の報告にあ るよ う

に,ク モ そ の もの が 直 接柑 橘 を加 害す る種 もあ るが,

テ ン トウ ムシの 幼 成 虫 や寄 生 蜂,ショ クガバ エ な ど

の 天 敵 類 と害 虫 麹1を無 差別に 捕 食 して い る こ との 害 も

考 え な けれ ば な らな い.し か し,ク モ類 が 昆 虫 類の

捕 食 天 敵 として 自然 界で 働 い て い るgと は,Putman

andIlerne(1966)は40種 以上 の 昆 虫 と植 食 性 ダ ニ

を捕 食す るこ と0)報 告,ま た,Klein(1936),Chant

(1957),Putman(/967),Dondal(}(lcJ56,1958)も同様

園 内 の害 虫,ハ ダニ類 を捕 食 して 害 虫 類の 棲 息 密 度

を低 下せ し め るの に大 い に 役 、?1つて い るこ との 報告,

萱 嶋(1956)の ス ギ タマバ エ の 報 告か ら も判 る よ うに,

害 虫 の 増加 抑 圧 に 大 きな 役 割 を 果 して い るこ と は事 実

で あ り,応 用昆 虫学上重 要 な もの と して 利用 す べ きで

あ る.た だ,柑 橘 園で 問題 とな るヤ ノネ カ イ ガ ラ ム シ



 Fig. 10. Seasonal fluctations of the populations of ten species of spiders on 
         the undergrowth (grass) in the Grove No. 2.

な ど の よ うに,固 着 して 動 か な い 害 虫 に 対 して は,

有 効 に働 か な い とはい い なが ら,同 じ カイ ガ ラ ム シで

もPutman(1967)はP"lvinariavitisのnymphs

の よ うに多 少 と も動 く カイ ガ ラ ム シの 類 は捕 食 して い

る と求 べ て い る例 もあ る.そ れ ぞ れ,水 川 にお け る と

全 く同様 に 害 虫全 部 に対 して 有 力 で あ る とは思 わ れ な

いが,現 にTho〃liSUSlabq/'actusは,近時問題 に な

りつ つ あ る訪花性 昆 虫 の ス リ ップ ス 類 を捕 食 して い る

の を観 察 で きた し,ハ マ キ,ハ モ グ リ な ど に 対 して

の 報告 もあ り,さ らにNo.2園 で,無 散 布 に もか か

わ らず,ハ ダ ニ の発 生 が 少 な いの は,Chant(1957,

Putman(1967)な どが ハ ダ ニ 捕 食 クモ類 と して .Lけ

て い る よ うに,ク モ類 が これ らに も有 力 に 働 い た こ と

を 示 し てい る.す なわ ち,7'heridion,Araneus,C'y.

closaお よ び1'ardosaの 属 の クモ類 が 多 く採 集 され,

これ らが ハ ダ ニの 増 加 を,お さ えて い るので はな い か

と考え られ る,こ の よ うな こ とか ら 若え て,ク モ 類 を

過 少評 価 せず 天敵 と して 利 川 して 行 く こ とに よっ て,

今後 の 害 虫 防除 の あ り方が 進 ん で ゆ くで あ ろ う.こ れ

らの クモ 類 は,萩 地 方 の 調 査で は16科40属66種 とな

つ て い るが,中 尼 の 福 岡地 方 で の 報 告 と種 類数 で は,

ほ ぼ 同 じで あ るが,そ れ を 構 成 して い る クモ の 種 類



Fig. 11.  Seasonal fluctuations of the populations of nine species of spiders on the tree 

         in the Grove No. 3.

Fig. 12. Seasonal fluctuations of the populations of fourteen species of spiders on the 
undergrowth (grass) in the Grove No. 3,



は,大 半が異なつた種で あつたこ とな どか ら,柑 橘園

内で雄活す るクモ類は地域 によ り,環 境の相違 によつ

て更に多い もの と考え られ るので,そ れ らを活 用して

行 くことは,当 然,今 後考 えられねばな らない.

野原(1963)が 報告 したテン トウムシ類に比して,

クモ類に対す る農薬の影響 はよ り少ないよ うで はある

が,農 薬散布を行なつた場 合,地 上部においてはその

影響 は,そ れ程顕著ではないが,樹 上部では,極 度に

クモ類の棲息密度は 減少 し,容 易に 回復に 向かわな

い,さ らに,散 布 した園で は樹.ヒ部よ り地上部の方が

棲息種類数が多かつたの に対 して,無 散布園で は,樹

上部の方が地上部 よ り種類数が 多く,農 薬の影響が明

らか に及んで いない ものと思われ る.と くに,共 同防

除地区では移動力の人 きいといわれ るクモ類で も,移

入数が少な く,回 復は,な お一層遅れ るよ うであ り,

種数 について,同 じ散布園のNo,!園 とNo,3園 に

つ いて比較 してみ ると,樹 ヒ部 と地上部の棲息種類数

が,No.1園 ではNo.3園 の それよ り,差 が大 きい

結果が見 られる.こ のよ うに,農 薬の及ぼす影響は極

めて大 きく,今 後の省力化栽培 と安価な害虫防除体系

を実現す るためには,こ れ らクモ類の利用 をも含めた

綜合防除の方向が望ま しいことであ り,天 敵類保護を

考えない無計画な薬剤散布 には一考の必 要があ る.ま

たPutmanの 報告では,他 か ら移入 して くる クモ類

は多 く,近 くに薬剤散布す ることによつて,そ れ らの

移入が少な くない,害 虫抑圧の力 も弱 くな ると述べ て

い るが,同 様な傾向が見 られることか ら,害 虫の発生

量,環 境の相違の大 きい多 くの園で,同 時 に害虫を防

除す る 共同防除のあ り方 も 問題にな るもの と 思われ

る.

要 約

山口県萩 市近郊にお ける夏柑園内の クモ類の調査を

行ない,16科40属66種 の クモ類が見 られ た.こ れ ら

は6～8月 と9～11月 にかけて発生の山 がみ られ るも

の と,こ の両期に発生す る3つ の型が見 られ たが,こ

の発生の 山は幼生が殆んどを占めて い る,一 ・般に,秋

か ら冬にか けて幼生が多 く,こ の時期に発生す るもの

と思われ るが,種 によつては,6～8月 に発生す るも

のがあ るよ うであ る,園 内では,樹 上部よ り地上部 の

方が種数,個 体数共 に多 く,農 薬の影響 も樹上部では

害が多 く,地 上部で はそれ程害が見 られなかつたが,

農薬散布 と無散布 とでは,種 類数 も個体数 も大 きな差

が見 られ,農 薬散布の害が顕著 にみ られた.ま た,農

薬散布園で は樹上部 よ り地上部の方が,種 類が多かつ

たの に 反 し,無 散布 園で は 地 上 部 よ り樹 一ヒ部 の 方 が

種 類 数が 多か つ た.Oxyoρes5θ 〃at〃s,PardosaT-

insignitaお よび ∠)ictynafoliicoJaの3種 は農 薬 に 弱

く,XjystiCUScroceUS,Philodromussubaureolusお

よびAnahitafaunaの3種 は,比 較 的 に農 薬 に 強 い

よ うで あ る.
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 Summary 

   Observations on the beneficial spider fauna were made between the insecticide-sprayed citrus 
groves and those receiving no insecticides around Hagi City, Yamaguchi Prefecture, West Ilonshu. 

   Among the 66 spider species which are belonging to 16 families (Dictynidae, Uloboridae, 
Theridiidae, Theridiosomatidae, Micryphantidae, Agriopidae, Tetragnathidae, Pisauridae, Lycosidae, 
Oxyopidae, Agelenidae, Thomisidae, Salticidae, Clubionidae, Ctenidae and Gnaphosidae), Carrhotus 
detritus, Oxyopes sertatus, Araneus ejusmodi, Xysticus croceus, Philodromus subaureolus and Anahita 
fauna were more abundant. 

   These species were richest in population from June to August or from September to November, 
but some species were most abundant in both seasons. 

   Spiders were more numerous in the citrus groves receiving no sprays than in the insecticide-
sprayed ones. 

   Number of spider species was more abundant on the trees than on the undergrowth in the citrus 
groves with no sprays. On the contrary, in the citrus groves receiving insecticide-sprays the 
spiders were more numerous on the undergrowth than on the trees. This fact indicates that the 
effect of insecticides is much heavier on the spider population on the citrus trees than that on the 
undergrowth in the citrus groves.


